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り、学際的な議論が盛んになった。社会学的な視点から図書館を Oldenburg の「第 3 の場」
5,6として捉え、「第 3 の場」としての条件を公共図書館がいかに満たしているかどうかを検
討している研究が行われている。さらに、地域における人々のつながりの強さを示す












































































































































































































































































（仮説 1） 愛着尺度は図書館においても応用可能である 
（仮説 2）物理的環境評価、社会的環境評価は図書館への愛着に対して影響関係を持つ 
（仮説 3） 図書館の継続利用年数は愛着に対して影響関係を持つ 


























とそれらに基づく下位項目を 3 種類ずつ、計 39 の質問項目を設定し、それぞれの下位項目




表 2-1 尺度における項目 
 




































































築』を用いて文献調査を行った、1995 年 1 月号から 2015 年 12 月までの 20 年間に刊行
された約 240 号に掲載されている作品の中から日本における公共図書館、公共図書館を含
む公共施設を 64 施設抽出した。この 64 施設のうち、調査の設計で定めた「地域性を考慮
した建築」が設計コンセプトとして読み取れる図書館が 8 施設見られた（表 2-3）。 
このうち、調査の可能性を考慮して所在地が関東圏である、「飯能市立図書館」、「からき
だ菖蒲館」、「真壁伝承館」の 3 施設を抽出し対象館とした。 
 
表 2-3 地域性を考慮した建築がなされている図書館の一覧 
 
  
掲載年月日 施設名 地域性 所在地
2013.6 飯能市立図書館 地元建材の積極的利用：西川材 埼玉県飯能市 山手町19番5号
2013.12 豊後高田市立図書館 景観との調和：瓦屋根の街並み 大分県豊後高田市御玉101−1
2011.7 からきだ菖蒲館 地域記憶（地形の継承） 東京都多摩市鶴牧６丁目１４
2011.10 真壁伝承館 歴史景観の継承：サンプリングアセンブリ 茨城県桜川市真壁町真壁１９８
2009.5 大船渡市民文化会館 穴通し磯（地域名勝）の表現 岩手県大船渡市盛町下舘下１８−１
2008.3 呉市音部市民センター 瓦と自然が連なる周辺の集落の景観との融合 広島県呉市音戸町南隠渡１丁目７−１
1998.5 宮城県立図書館 既存の地形との調和 宮城県仙台市泉区紫山１丁目１−１
1997.3 泉佐野市総合文化センター 地形との連続性 大阪府泉佐野市 市場東1丁目295-1
 15 
 
写真 2-2 真壁伝承館 
・唐木田図書館 





延床面積 577 ㎡ 





























延床面積 2,742 ㎡ 
所蔵点数 17,000 点 



































飯能市立図書館では 3 名の調査員により実施した。唐木田図書館では対象来館者数が 261
名、回収数が 105 であり、回収率は 40.2%であった。真壁図書館では対象来館者数が 42 名、
回収数が 31であり、回収率は 73.8%であった。飯能市立図書館では対象来館者数が 591名、
回収数が 362 であり、回収率は 61.2%であった。調査日時は以下のとおりである。 
 
・唐木田図書館  2016 年 10 月 22 日（土）10:00-17:00 
・真壁図書館   2016 年 10 月 29 日（土） 9:00-17:00 
・飯能市立図書館 2016 年 11 月 13 日（日） 9:30-18:00 
 





唐木田図書館 261 105 40.2%
真壁図書館 42 31 73.8%
飯能市立図書館 591 362 61.2%










そのため、回収数 498 に対して、有効回答数 472 となっている。 
利用者属性（表 3-1）からは、回答者全体において男性の割合は 53.4%、女性は 46.6%と
やや男性が多く、年齢は 60 歳代が 27%、次いで 40 歳代が 20%と多い。職業は「会社員・
公務員」がもっとも多いという結果となった。対象館ごとに見ると、10 歳～20 歳代の割合
は飯能市立図書館がもっとも多く 16%であり、他の対象館に比べ倍以上の利用者が見られ




表 3-1 利用者属性 
 
 
度数 % 度数 % 度数 % 度数 %
男性 47 48.5 9 31.0 192 56.8 248 53.4
女性 50 51.5 20 69.0 146 43.2 216 46.6
97 100 29 100 338 100 464 100
10歳代 3 3 0 0 23 7 26 6
20歳代 4 4 1 3 29 9 34 7
30歳代 9 9 9 30 37 11 55 12
40歳代 18 19 6 20 71 21 95 20
50歳代 20 21 3 10 47 14 70 15
60歳代 31 32 9 30 84 25 124 27
70歳代 9 9 1 3 44 13 54 12
80歳以上 3 3 1 3 5 1 9 2
97 100 30 100 340 100 467 100
高校生 1 1 0 0 18 5 19 4
大学生（大学院生）・専門学生・短大生 5 5 1 3 22 6 28 6
パート・アルバイト 10 10 6 20 35 10 51 11
主婦・主夫 25 26 9 30 49 14 83 18
会社員・公務員 32 33 9 30 118 35 159 34
自営業 9 9 1 3 21 6 31 7
無職 13 13 4 13 62 18 79 17
その他 2 2 0 0 15 4 17 4














利用実態（表 3-2）では、図書館の利用頻度を「月に 1～2 回」と回答した利用者がもっと
も多く、51.7%であり、滞在時間では「30 分以上～1 時間未満」が 37.9%を占めており、次


















対象館全体での物理的環境評価の平均値は 3.78 であり、下位項目の平均値（図 3-1）を見
ると、「歴史」に対する評価が低く 3.33 であり、「調和」に対する評価が 3.98 でもっとも高
い。社会的環境評価の平均値は 3.56 であり、下位項目の平均値（図 3-2）を見ると、「交流
度数 % 度数 % 度数 % 度数 %
年に数回 7 7.2 6 20.0 54 15.7 67 14.2
月に1～2回 43 44.3 14 46.7 187 54.2 244 51.7
週に1～2回 40 41.2 10 33.3 83 24.1 133 28.2
ほぼ毎日 7 7.2 0 0.0 21 6.1 28 5.9
97 100 30 100 345 100 472 100
30分未満 39 40.2 9 30.0 57 16.6 105 22.3
30分以上～1時間未満 37 38.1 12 40.0 129 37.6 178 37.9
1時間以上～2時間未満 10 10.3 4 13.3 68 19.8 82 17.4
2時間以上～3時間未満 9 9.3 5 16.7 37 10.8 51 10.9
3時間以上～4時間未満 2 2.1 0 0.0 52 15.2 54 11.5
4時間以上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
97 100 30 100 343 100 470 100
図書などの蔵書を閲覧・視聴する 29 21.6 4 9.8 112 24.2 145 22.7
図書などの蔵書を借りる・返す 79 59.0 21 51.2 211 45.6 311 48.7
勉強・研究・仕事・調べ物をする 17 12.7 4 9.8 91 19.7 112 17.6
図書館員に質問・相談する 1 0.7 0 0.0 2 0.4 3 0.5
子どもの付き添い 6 4.5 11 26.8 26 5.6 43 6.7
イベントへの参加 1 0.7 1 2.4 14 3.0 16 2.5
その他 1 0.7 0 0.0 7 1.5 8 1.3























田図書館では 32 人、真壁図書館では 23 人、飯能市立図書館では 243 人であった（表 3-4）。
回答者全体での認知の割合を見ると、唐木田図書館がもっとも認知の割合が低く 32%で、
もっとも割合が高かったのが真壁図書館の 76%であった（図 3-4）。 
 
表 3-3 環境評価と愛着評価の平均値一覧 
 
 
   
図 3-1 物理的環境評価 
 
評価項目 唐木田 真壁 飯能 全体
景観 4.29 3.36 4.15 3.94
歴史 2.82 3.45 3.72 3.33
調和 4.24 3.72 3.98 3.98
シンボル 3.98 3.55 3.77 3.77
サービス・設備 3.76 4.22 3.62 3.87
3.82 3.66 3.85 3.78
交流 3.23 3.12 2.65 3.00
イベント 3.15 3.88 3.86 3.63
人的サービス 3.84 3.80 3.49 3.71
安心 3.83 3.75 4.05 3.88
3.51 3.64 3.51 3.56
継続利用 4.02 3.30 3.35 3.56
所属意識 3.91 3.40 3.44 3.59
依存 4.41 3.44 3.74 3.87
評価 4.25 4.07 3.64 3.99





























図 3-2 社会的環境評価 
 
図 3-3 愛着評価 
 























両方認知 地域性のみ コンセプトのみ 不認知 合計
唐木田 32 17 4 45 98
真壁 23 5 0 2 30
飯能 243 57 8 34 342























（0.829）」となり、社会的環境評価において 0.063 の向上と、愛着評価において、0.032 の



































と相関がなかった原因としては、調査対象館は 2011 年竣工と 2013 年に竣工した図書館で
あるため、利用者にとって実感値として歴史的だと感じるかどうかよりも、築年が浅いた
め歴史性は薄いと判断された可能性が考えられる。真壁図書館では歴史的な街並みの継承
が行われていたが、「3.1 単純集計」の結果からも歴史に関する評価は 3.55 と中央値に近い
結果となっている。 
 
表 3-6 相関分析 
 
  




4.調和 .583** .559** .168**
5.シンボル .371** .324** .250** .344**
6.サービス・設備 .457** .129** .120** .273** .280**
7.交流
.266** .238** .239** .334** .206** .358**
8.イベント
.284** .257** .476** .290** .267** .312** .447**
9.人的サービス
.490** .341** .171** .381** .326** .387** .404** .341**
10.安心
.432** .654** .320** .500** .255** .201** .365** .439** .350**










































表 3-7 環境評価が愛着に与える影響 
 
 
表 3-8 環境評価と仮説要素が愛着に与える影響 
a.景観 b.歴史 c.調和 d.ｼﾝﾎﾞﾙ e.ｻｰﾋﾞｽ・設備 f.交流 g.ｲﾍﾞﾝﾄ h.人的ｻｰﾋﾞｽ i.安心
愛
着 .231











a. b. c. d. e. f. g. h. i. 地域性 ｺﾝｾﾌﾟﾄ 居住年数 利用年数
愛
着 .228


































































ソース タイプⅢ平方和 df 平均平方 F 有意確率
修正モデル 2.845a 3 .948 5.144 .002
切片 1946.283 1 1946.283 10559.108 .000
地域性 .178 1 .178 .967 .326
ｺﾝｾﾌﾟﾄ 1.104 1 1.104 5.989 .015
地域性 * ｺﾝｾﾌﾟﾄ .022 1 .022 .121 .728
エラー 84.604 459 .184
合計 6458.273 463
修正総和 87.449 462
a. R2 乗 = .033 (調整済み R2 乗 = .026)
 28 
 
表 4-2 地域性・コンセプト認知による社会環境評価の変化 
 




ソース タイプⅢ平方和 df 平均平方 F 有意確率
修正モデル 7.907a 3 2.636 10.633 .000
切片 1801.796 1 1801.796 7268.861 .000
地域性 .050 1 .050 .203 .653
ｺﾝｾﾌﾟﾄ 2.600 1 2.600 10.490 .001
地域性 * ｺﾝｾﾌﾟﾄ .064 1 .064 .260 .611
エラー 113.776 459 .248
合計 6122.703 463
修正総和 121.683 462
a. R2 乗 = .065 (調整済み R2 乗 = .059)
従属変数: 愛着評価
ソース タイプⅢ平方和 df 平均平方 F 有意確率
修正モデル 2.301a 3 0.767 3.180 .024
切片 1922.326 1 1922.326 7971.111 .000
地域性 .680 1 .680 2.820 .094
ｺﾝｾﾌﾟﾄ .003 1 0.003 0.014 .905
地域性 * ｺﾝｾﾌﾟﾄ .377 1 .377 1.563 .212
エラー 110.693 459 .241
合計 6327.082 463
修正総和 112.994 462









































































































と等しい 3.56 という結果であった。これは既往研究 48が述べているように、図書館におい
て社会的な文脈での検討がまだ進んでいないことが原因であると考えられ、利用者の評価
が芳しくないと解釈できる。社会的評価について項目ごとの値を見ると、安心は 3.88 と高
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表 1. 雑誌「新建築」掲載図書館一覧 
 
No. 掲載年月日 施設名 地域性の有無 所在地
1 2015.5 小平市立仲町公民館・仲町図書館 東京都小平市 仲町１４５
2 2014.7 戸畑図書館 福岡県北九州市 戸畑区新池１丁目１−１
3 2013.7 武雄市図書館 佐賀県武雄市 武雄町大字武雄5304番地1
4 2013.6 飯能図書館 ○ 埼玉県飯能市 山手町19番5号
5 2013.3 尾張一宮駅前ビル 愛知県一宮市栄３丁目１−２
6 2013.12 豊後高田市立図書館 ○ 大分県豊後高田市御玉101−1
7 2013.10 ホルトホール大分 大分県大分市金池南１丁目５−１
8 2013.10 新潟市江南区文化会館 新潟県新潟市江南区茅野山3丁目1−14
9 2013.1 山梨県立図書館 山梨県甲府市北口2丁目８−１
10 2012.9 オガールプラザ 岩手県紫波郡紫波町紫波中央駅前２−３−３
11 2012.7 由利本荘市文化交流館カダーレ 秋田県由利本荘市東町１５
12 2012.3 日比谷図書文化館 東京都千代田区日比谷公園１−４
13 2012.12 小布施町立図書館　まちとしょテラソ 長野県上高井郡 小布施町小布施１４９１−２
14 2012.12 えんぱーく塩尻市市民交流センター 長野県塩尻市大門一番町１２−２
15 2011.9 白河市立図書館 福島県白河市道場小路９６−５
16 2011.7 からきだ菖蒲館 ○ 東京都多摩市鶴牧６丁目１４
17 2011.7 金沢海みらい図書館 石川県金沢市寺中町イ１−１
18 2011.4 清瀬けやきホール 東京都清瀬市元町１丁目６−６
19 2011.12 港区立高輪子供中高生プラザ 東京都港区高輪１丁目４−３５
20 2011.11 武蔵野プレイス 東京都武蔵野市 境南町２丁目３−１８
21 2011.10 真壁伝承館 ○ 茨城県桜川市真壁町真壁１９８
22 2010.10 村山市総合文化複合施設 山形県村山市楯岡五日町１４−２０
23 2009.5 大船渡市民文化会館・市立図書館リアスホール ○ 岩手県大船渡市盛町下舘下１８−１
24 2009.5 北区中央図書館 東京都北区十条台１丁目２−５
25 2009.3 日進市立図書館 愛知県日進市蟹甲町中島３
26 2008.3 呉市音部市民センター ○ 広島県呉市音戸町南隠渡１丁目７−１
27 2008.12 まなびの館ローズコム 広島県福山市霞町１−１０−１
28 2003.9 福井県立図書館・文書館 福井県福井市下馬町５１−１１
29 2003.3 せんだいメディアテーク 宮城県仙台市青葉区青葉区春日町２−１
30 2003.12 山口情報芸術センター 山口県山口市 中園町7-7
31 2002.7 国立国会図書館国際こども図書館 東京都台東区上野公園１２−４９
32 2002.3 くにさき総合文化センター アストくにさき 大分県国東市国東町鶴川160番地2
33 2002.2 茨城県立図書館 茨城県水戸市三の丸１丁目５−３８
34 2002.11 国立国会図書館関西館 京都府相楽郡精華町精華台８丁目１−３
35 2002.10 ひらたタウンセンター 山形県酒田市飛鳥契約場３５
36 2001.7 豊栄市立図書館 新潟県新潟市北区東栄町１丁目１−３５
37 2001.5 三ヶ日町立図書館 静岡県浜松市北区三ヶ日町宇志７９９−１
38 2001.4 中村町総合文化センター 東京都江戸川区中央４丁目１４−１
39 2001.3 むつ市立図書館 青森県むつ市中央２丁目３−１０
40 2000.9 中里村図書館　ファーストステージ 新潟県中魚沼郡中里村
41 2000.5 富山県総合福祉会館 富山県富山市安住町５−２１
42 2000.3 めくばーる三輪 福岡県朝倉郡筑前町久光９５１－１
43 2000.2 文化フォーラム春日井 愛知県春日井市鳥居松町５丁目４４
44 2000.11 朝日町エコミュージアムコアセンター 山形県西村山郡朝日町大字宮宿２２６５
45 2000.1 大社文化プレイス 島根県出雲市大社町杵築南１３３８−９
46 1999.7 不知火町立図書館 千葉県千葉市中央区弁天３丁目７−７
47 1999.12 蓮田市図書館 埼玉県蓮田市上２丁目１１−７
48 1999.11 十日町情報館 新潟県十日町市西本町二丁目１−１
49 1998.5 宮城県立図書館 ○ 宮城県仙台市泉区紫山１丁目１−１
50 1998.4 熊谷文化創造館 埼玉県熊谷市拾六間111-1
51 1998.12 下館市立図書館（現  筑西市立中央図書館） 茨城県筑西市下岡崎１丁目１１−１
52 1998.12 太田市市立図書館 群馬県太田市浜町2番35号
53 1998.10 瀬高町立図書館 福岡県みやま市瀬高町下庄800番地1
54 1997.7 国分シビックセンター 鹿児島県霧島市国分中央３丁目４５
55 1997.5 大阪府立図書館 大阪市北区中之島1-2-10
56 1997.4 悠邑ふるさと会館 島根県邑智郡川本町川本３３２−１５
57 1997.3 泉佐野市総合文化センター ○ 大阪府泉佐野市 市場東1丁目295-1
58 1997.3 本の森厚岸情報館 北海道厚岸郡厚岸町宮園１丁目１
59 1996.5 神戸町立図書館 岐阜県安八郡神戸町北一色８２１−１
60 1996.4 岐阜県図書館 岐阜県岐阜市宇佐4丁目2−1
61 1996.12 湖東町立図書館 滋賀県東近江市横溝町１９６７
62 1996.10 金沢市立泉野図書館 石川県金沢市泉野町４丁目２２−２２
63 1995.6 守谷中央図書館  茨城県守谷市大柏９３７−２
64 1995.5 豊の国情報ライブラリー 大分県大分市大字駄原587番地の1


















































































表 3. 愛着形成モデルの結果詳細 
 
推定値 標準誤差 検定統計量 確率
愛着 <--- 物理的環境評価 0.670 0.069 9.668 ***
愛着 <--- 社会的環境評価 0.266 0.056 4.716 ***
所属意識 <--- 愛着 0.905 0.060 15.107 ***
依存 <--- 愛着 0.961 0.063 15.232 ***
評価 <--- 愛着 1.000
頻度 <--- 愛着 0.220 0.068 3.220 0.001
継続利用 <--- 愛着 0.190 0.059 3.236 0.001
推定値
愛着 <--- 物理的環境評価 0.519
愛着 <--- 社会的環境評価 0.243
所属意識 <--- 愛着 0.796
依存 <--- 愛着 0.782
評価 <--- 愛着 0.824
頻度 <--- 愛着 0.16
継続利用 <--- 愛着 0.161
共分散： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 - ﾓﾃﾞﾙ番号 1)
推定値 標準誤差 検定統計量 確率
物理的環境評価 <--> 社会的環境評価 0.154 0.013 12.236 ***
e4 <--> e8 0.081 0.015 5.467 ***
e1 <--> e4 0.055 0.016 3.339 ***
e3 <--> e5 -0.06 0.014 -4.138 ***
係数： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 - ﾓﾃﾞﾙ番号 1)












ﾓﾃﾞﾙ NPAR CMIN 自由度 確率 CMIN/DF
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 18.00 9.94 10.00 0.45 0.99
飽和ﾓﾃﾞﾙ 28.00 0.00 0.00
独立ﾓﾃﾞﾙ 7.00 1156.33 21.00 0.00 55.06
RMR, GFI
ﾓﾃﾞﾙ RMR GFI AGFI PGFI
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 0.01 0.99 0.98 0.36
飽和ﾓﾃﾞﾙ 0.00 1.00
独立ﾓﾃﾞﾙ 0.13 0.51 0.34 0.38
基準比較
NFI RFI IFI TLI
Delta1 rho1 Delta2 rho2
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 0.99 0.98 1.00 1.00 1.00
飽和ﾓﾃﾞﾙ 1.00 1.00 1.00
独立ﾓﾃﾞﾙ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
RMSEA
ﾓﾃﾞﾙ RMSEA LO 90 HI 90 PCLOSE
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 0.00 0.00 0.05 0.95
独立ﾓﾃﾞﾙ 0.34 0.33 0.36 0.00
ﾓﾃﾞﾙ CFI




表 5. 認知を考慮した愛着形成モデルの詳細 
 
  
係数： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 -  ﾓﾃﾞﾙ番号 1)
推定値 標準誤差 検定統計量 確率
社会的環境評価 <--- 認知 -0.287 0.079 -3.643 ***
物理的環境評価 <--- 認知 -0.165 0.056 -2.918 0.004
愛着 <--- 物理的環境評価 0.672 0.069 9.756 ***
愛着 <--- 社会的環境評価 0.313 0.058 5.362 ***
愛着 <--- 認知 0.194 0.065 2.974 0.003
所属意識 <--- 愛着 0.887 0.059 15.118 ***
依存 <--- 愛着 0.952 0.061 15.548 ***
評価 <--- 愛着 1.000
頻度 <--- 愛着 0.214 0.067 3.176 0.001
継続利用 <--- 愛着 0.197 0.058 3.402 ***
コンセプト <--- 認知 1.000
地域性 <--- 認知 0.501 0.110 4.564 ***
標準化係数： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 -  ﾓﾃﾞﾙ番号 1)
推定値
社会的環境評価 <--- 認知 -0.254
物理的環境評価 <--- 認知 -0.172
愛着 <--- 物理的環境評価 0.517
愛着 <--- 社会的環境評価 0.283
愛着 <--- 認知 0.156
所属意識 <--- 愛着 0.79
依存 <--- 愛着 0.78
評価 <--- 愛着 0.83
頻度 <--- 愛着 0.157
継続利用 <--- 愛着 0.168
コンセプト <--- 認知 0.966
地域性 <--- 認知 0.571
共分散： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 -  ﾓﾃﾞﾙ番号 1)
推定値 標準誤差 検定統計量 確率
e11 <--> e12 0.145 0.012 11.9 ***
e4 <--> e8 0.079 0.015 5.328 ***
e1 <--> e4 0.057 0.016 3.442 ***
e3 <--> e5 -0.06 0.014 -4.203 ***
e3 <--> e9 -0.026 0.009 -2.819 0.005
パスの方向









ﾓﾃﾞﾙ NPAR CMIN 自由度 確率 CMIN/DF
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 26 37.521 19 0.007 1.975
飽和ﾓﾃﾞﾙ 45 0 0
独立ﾓﾃﾞﾙ 9 1402.396 36 0 38.955
RMR, GFI
ﾓﾃﾞﾙ RMR GFI AGFI PGFI
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 0.013 0.983 0.96 0.415
飽和ﾓﾃﾞﾙ 0 1
独立ﾓﾃﾞﾙ 0.103 0.535 0.419 0.428
基準比較
NFI RFI IFI TLI CFI
Delta1 rho1 Delta2 rho2
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 0.973 0.949 0.987 0.974 0.986
飽和ﾓﾃﾞﾙ 1 1 1
独立ﾓﾃﾞﾙ 0 0 0 0 0
RMSEA
ﾓﾃﾞﾙ RMSEA LO 90 HI 90 PCLOSE
ﾓﾃﾞﾙ番号 1 0.046 0.024 0.067 0.591
独立ﾓﾃﾞﾙ 0.287 0.274 0.3 0
ﾓﾃﾞﾙ
































1.  年に数回 
3.  週に 1～2回 
2.  月に 1～2回 
4.  ほぼ毎日利用する 
 
Q2. 真壁図書館での平均的な滞在時間はどのくらいですか？ 
1. 30 分未満 
3. 1 時間以上～2時間未満 
5. 3 時間以上～4時間未満 
2.  30 分以上～1時間未満 
4.  2 時間以上～3時間未満 















1.  2 年未満 
3.  5 年～9年 
5.  15 年～19 年 
7.  30 年～39 年 
2.  2 年～4年 
4.  10 年～14 年 
6.  20 年～29 年 
8.  40 年以上 
Q5. あなたは真壁図書館に関する以下の記述をどのように感じますか。項目ごとに最もあてはまる選択

















1. 館内の設備は整頓されている 1 ２ ３ ４ ５ 
2. 街の景観に対して図書館は違和感がない 1 ２ ３ ４ ５ 
3. 図書館で行われるイベントに興味がある １ ２ ３ ４ ５ 
4. 読み聞かせのための空間がきちんと用意されている １ ２ ３ ４ ５ 
5. この図書館は気持ちよく利用できる １ ２ ３ ４ ５ 
6. 図書館職員は親切だと感じる １ ２ ３ ４ ５ 
7. 利用に関して困った時は職員を頼ることが多い １ ２ ３ ４ ５ 
8. 図書館の利用が他の利用者によって妨げられることはない １ ２ ３ ４ ５ 
9. 図書館のイベントに積極的に参加したい １ ２ ３ ４ ５ 
10. 他の図書館にはないシンボルがある １ ２ ３ ４ ５ 
11. レファレンスデスク（質問の受付コーナー）が整備されている １ ２ ３ ４ ５ 
12. 他の利用者はきちんと図書館のルールを守って利用している １ ２ ３ ４ ５ 
13. 今度は他の図書館を利用しようと思う １ ２ ３ ４ ５ 
14. 図書館の外観は美しい １ ２ ３ ４ ５ 
15. 図書館の建物から歴史を感じる １ ２ ３ ４ ５ 
16. この図書館は満足できる図書館である 1 ２ ３ ４ ５ 
17. 図書館を利用するときは一人きりでいたい １ ２ ３ ４ ５ 
18. 図書館に関して思い浮かぶ特徴がある １ ２ ３ ４ ５ 
19. 歴史的な雰囲気のある図書館だと思う １ ２ ３ ４ ５ 
20. 他の利用者や職員と交流を持ちたいと思う １ ２ ３ ４ ５ 
21. この図書館を利用することは生活の一部である １ ２ ３ ４ ５ 
22. 今後もこの図書館を利用したいと思う １ ２ ３ ４ ５ 
23. この図書館は地域にとって重要な存在だと思う １ ２ ３ ４ ５ 
24. この図書館 と聞いてイメージできる空間がある １ ２ ３ ４ ５ 
25. 歴史ある図書館である １ ２ ３ ４ ５ 
26. 図書館職員や他の利用者と日常的な会話をすることがある １ ２ ３ ４ ５ 
27. 自分にとってなくてはならない図書館である １ ２ ３ ４ ５ 
28. 建物は地域の街並みに馴染んでいる １ ２ ３ ４ ５ 
Q5. あなたは真壁図書館に関する以下の記述をどのように感じますか。項目ごとに最もあてはまる選択肢

















29. この図書館がないと困ってしまう １ ２ ３ ４ ５ 
30. この図書館は地域の一部であると感じる 1 ２ ３ ４ ５ 
31. 周辺の風景との統一感がある １ ２ ３ ４ ５ 
32. この図書館にまた来たいと思う １ ２ ３ ４ ５ 
33. 読書スペースや学習スペースは充分にある １ ２ ３ ４ ５ 
34. 図書館は快適に利用できる １ ２ ３ ４ ５ 
35. 図書館で行われるイベントが楽しみである １ ２ ３ ４ ５ 
36. 図書館の内装は利用していて落ち着く １ ２ ３ ４ ５ 
37. 手伝えることがあれば図書館の手伝いをしたいと感じる １ ２ ３ ４ ５ 
38. 図書館を安心して利用できるのは図書館職員のおかげである １ ２ ３ ４ ５ 
39. 難しい質問をしても職員は的確に回答してくれると思う １ ２ ３ ４ ５ 
 
Q6. 真壁地区では城下町としての街並みがよく残っていることを知っていましたか？ 




1.  知っていた 2.  知らなかった 
 
Q8. Q7.で「1.  知っていた」とお答えいただいた方にうかがいます（「2.  知らなかった」と答えた方
は Q9.に進んでください）。どのような経緯で地域の特徴が反映されていることを知りましたか？ 
あてはまるすべての選択肢の番号に〇を付けてください。 
1.  図書館職員から聞いた 
3.  地域の住民から聞いた 
5.  自治体が発行した広報誌等で知った 
7.  設計に関する会議に参加して知った 
8. その他（            ） 
2.  他の利用者から聞いた 
4.  図書館の広報誌・Web ページで知った 
6.  4.や 5.以外の新聞・雑誌・テレビ・WEB
などで知った 
  
平成 28 年 10 月 29 日実施 
 
 




1.  男性 2.  女性 
 
Q10.あなたの年齢について当てはまる選択肢に〇を付けてください。 
1.  10 歳代 
3.  30 歳代 
5.  50 歳代 
7.  70 歳代 
2.  20 歳代 
4.  40 歳代 
6.  60 歳代 
8.  80 歳以上 
 
Q11.あなたの職業について当てはまる選択肢に〇を付けてください。 
1.  高校生 
3.  パート・アルバイト 
5.  会社員・公務員 
7.  無職 
2.  大学生（大学院生）・専門学生・短大生
4.  主婦・主夫 
6.  自営業 
8.  その他（       ） 
 
Q12.現在、居住している市町村に当てはまる選択肢に○を付けてください。 
1.  桜川市 
3.  石岡市 
5.  筑西市 
7.  益子町 
9.  その他の市町村（    ） 
2.  笠間市 
4.  つくば市 
6.  真岡市 




1.  2 年未満 
3.  5 年～9年 
5.  15 年～19 年 
7.  30 年～39 年 
2.  2 年～4年 
4.  10 年～14 年 
6.  20 年～29 年 









































1.  年に数回 
3.  週に 1～2回 
2.  月に 1～2回 
4.  ほぼ毎日利用する 
 
Q7. 唐木田図書館での平均的な滞在時間はどのくらいですか？ 
1. 30 分未満 
3. 1 時間以上～2時間未満 
5. 3 時間以上～4時間未満 
2.  30 分以上～1時間未満 
4.  2 時間以上～3時間未満 














1.  2 年未満 
3.  5 年～9年 
5.  15 年～19 年 
7.  30 年～39 年 
2.  2 年～4年 
4.  10 年～14 年 
6.  20 年～29 年 
8.  40 年以上 
Q10.あなたは唐木田図書館に関する以下の記述をどのように感じますか。項目ごとに最もあてはまる選

















40. 図書館に関して思い浮かぶ特徴がある 1 ２ ３ ４ ５ 
41. 図書館の外観は美しい 1 ２ ３ ４ ５ 
42. この図書館は気持ちよく利用できる １ ２ ３ ４ ５ 
43. 手伝えることがあれば図書館の手伝いをしたいと感じる １ ２ ３ ４ ５ 
44. 図書館は快適に利用できる １ ２ ３ ４ ５ 
45. 館内の設備は整頓されている １ ２ ３ ４ ５ 
46. 他の利用者や職員と交流を持ちたいと思う １ ２ ３ ４ ５ 
47. 図書館職員は親切だと感じる １ ２ ３ ４ ５ 
48. 難しい質問をしても職員は的確に回答してくれると思う １ ２ ３ ４ ５ 
49. 他の図書館にはないシンボルがある １ ２ ３ ４ ５ 
50. 図書館の利用が他の利用者によって妨げられることはない １ ２ ３ ４ ５ 
51. 今後もこの図書館を利用したいと思う １ ２ ３ ４ ５ 
52. 街の景観に対して図書館は違和感がない １ ２ ３ ４ ５ 
53. 図書館の内装は利用していて落ち着く １ ２ ３ ４ ５ 
54. 図書館の建物から歴史を感じる １ ２ ３ ４ ５ 
55. 読書スペースや学習スペースは充分にある 1 ２ ３ ４ ５ 
56. 図書館を安心して利用できるのは図書館のおかげである １ ２ ３ ４ ５ 
57. この図書館は地域にとって重要な存在だと思う １ ２ ３ ４ ５ 
58. 歴史的な雰囲気のある図書館だと思う １ ２ ３ ４ ５ 
59. この図書館 と聞いてイメージできる空間がある １ ２ ３ ４ ５ 
60. この図書館にまた来たいと思う １ ２ ３ ４ ５ 
61. 今度は他の図書館を利用しようと思う １ ２ ３ ４ ５ 
62. 歴史ある図書館である １ ２ ３ ４ ５ 
63. 図書館のイベントに積極的に参加したい １ ２ ３ ４ ５ 
64. 自分にとってなくてはならない図書館である １ ２ ３ ４ ５ 
65. この図書館は満足できる図書館である １ ２ ３ ４ ５ 
66. 読み聞かせのための空間がきちんと用意されている １ ２ ３ ４ ５ 
67. この図書館は地域の一部であると感じる １ ２ ３ ４ ５ 


















68. 図書館職員や他の利用者と日常的な会話をすることがある １ ２ ３ ４ ５ 
69. 利用に関して困った時は職員を頼ることが多い 1 ２ ３ ４ ５ 
70. 他の利用者はきちんと図書館のルールを守って利用している １ ２ ３ ４ ５ 
71. 図書館で行われるイベントが楽しみである １ ２ ３ ４ ５ 
72. 建物は地域の街並みに馴染んでいる １ ２ ３ ４ ５ 
73. 周辺の風景との統一感がある １ ２ ３ ４ ５ 
74. この図書館を利用することは生活の一部である １ ２ ３ ４ ５ 
75. レファレンスデスク（質問の受付コーナー）が整備されている １ ２ ３ ４ ５ 
76. 図書館で行われるイベントに興味がある １ ２ ３ ４ ５ 
77. この図書館がないと困ってしまう １ ２ ３ ４ ５ 
78. 図書館を利用するときは一人きりでいたい １ ２ ３ ４ ５ 
 
Q14.からきだ菖蒲館が建っている土地は以前、小さな丘であったことを知っていましたか？ 




1.  知っていた 2.  知らなかった 
 
Q16.Q7.で「1.  知っていた」とお答えいただいた方にうかがいます（「2.  知らなかった」と答えた方
は Q8.に進んでください）。どのような経緯で地域の特徴が反映されていることを知りましたか？ 
あてはまるすべての選択肢の番号に〇を付けてください。 
1.  図書館職員から聞いた 
3.  地域の住民から聞いた 
5.  自治体が発行した広報誌等で知った 
7.  設計に関する会議に参加して知った 
8. その他（            ） 
2.  他の利用者から聞いた 
4.  図書館の広報誌・Web ページで知った 
6.  4.や 5.以外の新聞・雑誌・テレビ・WEB
などで知った 
  





1.  男性 2.  女性 
 
Q18.あなたの年齢について当てはまる選択肢に〇を付けてください。 
1.  10 歳代 
3.  30 歳代 
5.  50 歳代 
7.  70 歳代 
2.  20 歳代 
4.  40 歳代 
6.  60 歳代 
8.  80 歳以上 
 
Q19.あなたの職業について当てはまる選択肢に〇を付けてください。 
1.  高校生 
3.  パート・アルバイト 
5.  会社員・公務員 
7.  無職 
2.  大学生（大学院生）・専門学生・短大生
4.  主婦・主夫 
6.  自営業 
8.  その他（       ） 
 
Q20.現在、居住している市町村に当てはまる選択肢に○を付けてください。 
1.  多摩市 
3.  府中市 
5.  八王子市 
7.  川崎市 
2.  稲城市 
4.  日野市 
6.  町田市 




1.  2 年未満 
3.  5 年～9年 
5.  15 年～19 年 
7.  30 年～39 年 
2.  2 年～4年 
4.  10 年～14 年 
6.  20 年～29 年 











































1.  年に数回 
3.  週に 1～2回 
2.  月に 1～2回 
4.  ほぼ毎日利用する 
 
Q12.飯能市立図書館での平均的な滞在時間はどのくらいですか？ 
1. 30 分未満 
3. 1 時間以上～2時間未満 
5. 3 時間以上～4時間未満 
2.  30 分以上～1時間未満 
4.  2 時間以上～3時間未満 















1.  2 年未満 
3.  5 年～9年 
5.  15 年～19 年 
7.  30 年～39 年 
2.  2 年～4年 
4.  10 年～14 年 
6.  20 年～29 年 
8.  40 年以上 
Q15.あなたは飯能市立図書館に関する以下の記述をどのように感じますか。項目ごとに最もあてはまる
選択肢の番号ひとつに○を付けてください。 
















79. 図書館は快適に利用できる 1 ２ ３ ４ ５ 
80. この図書館は満足できる図書館である 1 ２ ３ ４ ５ 
81. 館内の設備は整頓されている １ ２ ３ ４ ５ 
82. 街の景観に対して図書館は違和感がない １ ２ ３ ４ ５ 
83. 周辺の風景との統一感がある １ ２ ３ ４ ５ 
84. 今度は他の図書館を利用しようと思う １ ２ ３ ４ ５ 
85. この図書館を利用することは生活の一部である １ ２ ３ ４ ５ 
86. この図書館にまた来たいと思う １ ２ ３ ４ ５ 
87. 図書館職員は親切だと感じる １ ２ ３ ４ ５ 
88. 手伝えることがあれば図書館の手伝いをしたいと感じる １ ２ ３ ４ ５ 
89. この図書館 と聞いてイメージできる空間がある １ ２ ３ ４ ５ 
90. 図書館を利用するときは一人きりでいたい １ ２ ３ ４ ５ 
91. 図書館の建物から歴史を感じる １ ２ ３ ４ ５ 
92. 図書館職員や他の利用者と日常的な会話をすることがある １ ２ ３ ４ ５ 
93. この図書館は地域にとって重要な存在だと思う １ ２ ３ ４ ５ 
94. 今後もこの図書館を利用したいと思う 1 ２ ３ ４ ５ 
95. レファレンスデスク（質問の受付コーナー）が整備されている １ ２ ３ ４ ５ 
96. 図書館のイベントに積極的に参加したい １ ２ ３ ４ ５ 
97. この図書館がないと困ってしまう １ ２ ３ ４ ５ 
98. 読み聞かせのための空間がきちんと用意されている １ ２ ３ ４ ５ 
99. 他の利用者はきちんと図書館のルールを守って利用している １ ２ ３ ４ ５ 
100.図書館に関して思い浮かぶ特徴がある １ ２ ３ ４ ５ 
101.他の図書館にはないシンボルがある １ ２ ３ ４ ５ 
102.図書館で行われるイベントに興味がある １ ２ ３ ４ ５ 
103. この図書館は気持ちよく利用できる １ ２ ３ ４ ５ 
104.図書館の外観は美しい １ ２ ３ ４ ５ 
105. 読書スペースや学習スペースは充分にある １ ２ ３ ４ ５ 
106. 難しい質問をしても職員は的確に回答してくれると思う １ ２ ３ ４ ５ 
Q5. あなたは飯能市立図書館に関する以下の記述をどのように感じますか。項目ごとに最もあてはまる選
択肢の番号ひとつに○を付けてください。 
















107.図書館の利用が他の利用者によって妨げられることはない １ ２ ３ ４ ５ 
108.他の利用者や職員と交流を持ちたいと思う 1 ２ ３ ４ ５ 
109.建物は地域の街並みに馴染んでいる １ ２ ３ ４ ５ 
110.図書館で行われるイベントが楽しみである １ ２ ３ ４ ５ 
111.利用に関して困った時は職員を頼ることが多い １ ２ ３ ４ ５ 
112.図書館の内装は利用していて落ち着く １ ２ ３ ４ ５ 
113.自分にとってなくてはならない図書館である １ ２ ３ ４ ５ 
114.歴史的な雰囲気のある図書館だと思う １ ２ ３ ４ ５ 
115.図書館を安心して利用できるのは図書館職員のおかげである １ ２ ３ ４ ５ 
116.この図書館は地域の一部であると感じる １ ２ ３ ４ ５ 








1.  知っていた 2.  知らなかった 
 
Q24.Q7.で「1.  知っていた」とお答えいただいた方にうかがいます（「2.  知らなかった」と答えた方
は Q9.に進んでください）。どのような経緯で地域の特徴が反映されていることを知りましたか？ 
あてはまるすべての選択肢の番号に〇を付けてください。 
1.  図書館職員から聞いた 
3.  地域の住民から聞いた 
5.  自治体が発行した広報誌等で知った 
7.  設計に関する会議に参加して知った 
8. その他（            ） 
2.  他の利用者から聞いた 
4.  図書館の広報誌・Web ページで知った 









1.  男性 2.  女性 
 
Q26.あなたの年齢について当てはまる選択肢に〇を付けてください。 
1.  10 歳代 
3.  30 歳代 
5.  50 歳代 
7.  70 歳代 
2.  20 歳代 
4.  40 歳代 
6.  60 歳代 
8.  80 歳以上 
 
Q27.あなたの職業について当てはまる選択肢に〇を付けてください。 
1.  高校生 
3.  パート・アルバイト 
5.  会社員・公務員 
7.  無職 
2.  大学生（大学院生）・専門学生・短大生
4.  主婦・主夫 
6.  自営業 
8.  その他（       ） 
 
Q28.現在、居住している市町村に当てはまる選択肢に○を付けてください。 
1.  飯能市 
3.  狭山市 
5.  日高市 
7.  比企郡ときがわ町 
9. 毛呂山町 
11. 西多摩郡奥多摩町 
2.  入間市 
4.  秩父市 
6.  秩父郡横瀬町 
8.  入間郡越生町 
10. 青梅市 




1.  2 年未満 
3.  5 年～9年 
5.  15 年～19 年 
7.  30 年～39 年 
2.  2 年～4年 
4.  10 年～14 年 
6.  20 年～29 年 
8.  40 年以上 
 
質問項目は以上となります。 
ご協力ありがとうございました。 
 
